



























り術前の動 きと同様の リハ ビリテーシ ョン(以下 リハ ビ




関節運動が多 く含 まれるラジオ体操に着目した。 これま



















3)ド レーンが抜ける時期の術後5日 目より1日1回 第
一ラジオ体操 を行 う。 ラジオ体操 は14:30から当病棟




































準 として、術後1?2週間で術前可動域 の80%以上 まで
回復 がみ られることとされている。今 回の結果 をみる















となることを理解 して もらえるよう継続教育 してい くこ
とや家庭で手軽にで きるリハ ビリ方法についての指導
を、診察や治療 ・検査の合間に繰 り返 し行うことが大切
である。」 と述べている。
　ラジオ体操 は、認知度 も高 く短い入院期間で も習得で
きるため、効果的なリハ ビリを行 う方法として有効であ
ると考える。
今後の課題 として、ラジオ体操を取 り入れたリハ ビリ
を退院後 も継続 して行っているか、追跡調査することも
必要だと感 じた。
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